
農畜産物等に係る放射性物質に対する県の対応について 

 

県では、放射能に対する消費者等の不安を払拭するため、農業団体等と連携し、農畜産物や農

用地土壌等の検査の実施と検査結果の迅速な公表等を行っている。 

また、県内から世界各国に向け輸出される農産物・農産加工品等の安全性について証明書の発

行を行っている。 
 

１ 農産物等の調査結果 

県内産農林畜産物から、食品衛生法の暫定規制値を超える放射性ヨウ素及び放射性セシウムは検出

されていない。（実施回数：37回、検体数 125） 

   4月 21日以降、野菜、果樹、茶、畜産物等について、放射性物質は不検出が続いている。                        

 

（８月18日現在） 

品 目 採取場所 検体数 
分析結果（Bq/kg） 

放射性ヨウ素 放射性セシウム 

野菜（ﾎｳﾚﾝｿｳ、ｻﾆｰﾚﾀｽ、レタス、ｱｽﾊﾟﾗｶﾞ
ｽ等 14品目）、果樹(りんご、もも、なし
等９品目)、米、大麦、小麦、そば、茶、
原乳、牛肉、原木しいたけ、山菜、淡水
魚（信州ｻｰﾓﾝ等3品目）      

 計36品目 

48 

市町村 
125 

全て暫定規制値以下

又は不検出 

全て暫定規制値以下

又は不検出 

 
  暫定規制値： 野菜類（果実、きのこ、魚含む）    放射性ヨウ素 2,000 Bq/kg、放射性セシウム 500 Bq/kg 
        牛乳・乳製品             放射性ヨウ素 300 Bq/kg、放射性セシウム 200 Bq/kg 
               その他（肉、茶、米、麦、そば）    放射性セシウム 500 Bq/kg 

 

  □ 肉牛の検査 

長野県産牛肉の安全・安心を確保するため、県内で飼育され、県内のと畜場へ出荷される全ての

肉牛を対象とした「全頭検査」を検査体制が整い次第、実施する。（８月下旬～） 

なお、「全頭検査」の体制が整うまでは、検査検体数を増やし抽出検査を強化する。 

 

  □ 米の検査 

米は、県民の主食であるとともに、生産者・生産量も多いことから、長野県産米の安全性につい

ての情報を発信し、安心して食べていただくために、国、市町村、生産者団体の協力を得て米の出

荷前に放射性物質の検査を、８月15日から県内全市町村において実施している。 

 

２ 農用地土壌、牧草の調査結果 

（１）農用地土壌（放射性セシウムを調査） 

区分 採取場所及び放射性セシウム（Bq/kg） 採取日 

水田４点 佐久市（不検出）、伊那市(13)、安曇野市（不検出）、飯山市（51） 
4/26、27 

畑 ４点 川上村（不検出）、飯田市（不検出）、朝日村（不検出）、長野市(35) 

 【水田土壌中の放射性セシウム濃度の上限値  5,000Bq/kg】 

（２）牧草                             （単位：Bq/kg） 

地 域 採取場所 放射性ヨウ素 放射性セシウム 採取日 

東北信 御代田町 不検出 10 5/9 

中南信 塩尻市 不検出 不検出 5/12 

【乳用牛用の牧草の暫定許容値  放射性ヨウ素 70 Bq/kg、放射性セシウム 300 Bq/kg等】 

 

資料 ４ 



 

（３）稲わら 

 ア 放射能検査 

地 域 採取場所 放射性ヨウ素 放射性セシウム 採取日 

中南信 安曇野市 不検出 不検出 7/27 

イ 3月 11日以降に収集された放射性セシウムに汚染された稲わら等利用調査 

地 域 
牛飼育農家 

（1,002戸） 

農協等の団体 

（40団体） 

飼料販売業者 

（264業者） 
聞き取り日 

県内全域 購入・使用なし 流通・使用なし 仕入れ・販売なし 7/15～7/28 

 

 

３ 海外向けに輸出される食品等の規制への対応 

諸外国・地域では、日本の食品等（農産物、加工食品、飼料）に対し、輸入規制を行っている。 

県では、農林水産省からの依頼に基づき、緊急措置として、農政部において長野県から海外に輸出さ

れる食品等に対して、輸出企業等からの申請に基づき証明書を発行している。 

（１）長野県に対する諸外国の食品等への輸入規制（８月 15日現在）：38か国・地域 

（２）県の対応 
証明書の発行・・・発行件数（平成 23年８月15日現在：93社、395件） 

農産物：48件、加工食品：345件、飼料 2件      [ ]内農産物 

証明内容 ＥＵ ＥＦＴＡ 韓国 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ﾏﾚｰｼｱ タイ 計 

①日付証明  35 1  4 3[1]  2 3  48[1] 

②検査証明  145 11 99 － － 3 262 

③産地証明 － － － 62[46] 23[1] －  85[47] 

計 180 12 100 65[47] 25[1] 6 395[48] 

               注）EFTA：欧州自由貿易連合（ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ､ﾉﾙｳｪｰ､ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ､ｽｲｽ） 

 

 

４ 今後の対応 

（１）農畜産物の放射能検査を、主要品目・主要産地を広くカバーして実施し、長野県農畜産物の安全・

安心を広くＰＲする。 

（２）牛肉については、安全・安心を明確にして風評被害を防止するため、全頭検査体制を構築する。 

（３）輸出企業等からの申請に基づく証明書の発行業務を当面の間は県で実施する。 

（４）放射能対策については、本来国が責任を持って実施するべきであることを、国に対し引き続き要

請していく。 
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